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場させた稀有な作品。ついで登場した『大人はわかってくれない Les Quatre cents coups』（59）『勝
























はや許されない。いちはやく複合家族を映画にしたコリーヌ・セロー（『赤ちゃん乾杯 Hommes et 
un couffin』『ロミュアルドとジュリエット』），マイノリティーの住む郊外に目を向けたマチュウ・
カソヴィッツ（『カフェ・オレ Métissage』『憎しみ』），移民・難民たちの悲哀を描き続けるフィリッ




















舞台にした『百貨店大百科 Riens du tout』（1992），再開発の只中にあるバスティーユのいまを活写







































































































しのサブリナ』（54）『昼下がりの情事』（57）『パリで一緒に Paris – when it sizzles』（63）『シャレー





























































350 映画都市パリ　― エッフェル塔 ―（渡辺）
















































































































































































































































































 6 拙稿「パリの映画・映画のパリ」『國文学』2006年 6月
 7 『海辺のポーリ―ヌ』（83）『緑の光線』（85）『冬物語』（91）『夏物語』（96）など。




358 映画都市パリ　― エッフェル塔 ―（渡辺）
 9 ポルトガル移民を描いた『黄金の籠』（2012），スペイン移民を描いた『屋根裏部屋のマリアたち Les Femmes du 6e 
étage』（2010），さらにはエストニア移民を描いた『クロワッサンで朝食を』など。
	10 ポランスキーの『フランティック』（88）『赤い航路』（92）ブニュエルの『昼顔』（67），ベルトリッチの『ラスト
タンゴ・イン・パリ』『ドリーマーズ』など。
 11 江國香織原作，源孝志監督作品の『東京タワー』（2004）は，年上の恋人と別れ，パリに出向いた主人公が，東京
タワーならぬエッフェル塔が見えるアパートで暮らしているという結末。タワーから離れられないとでもいうよ
うに。
 12 大澤昭彦『高層建築物の世界史』（講談社現代新書，2015）参照。
 13 ロラン・バルト『エッフェル塔』，みすず書房，1991，16頁
 14 同上，15–16頁
